カンゴ ドウサ ニ オケル ショイコガタ ヨウブ フタン ケイゲング ノ ヒョウカ by 姫野 稔子 et al.
日本赤十字九州国際看護大学/Japanese Red Cross Kyushu International College of Nursing
看護動作における背負子型腰部負担軽減具の評価
著者 姫野 稔子, 小林 三津子, 今戸 啓二
著者別名 HIMENO Toshiko, KOBAYASHI Mitsuko, IMADO Keiji







日本 看 護 学 会誌Journal of The Japan Society of Nursing,Vo1.16,No.1,pp.10～20,2006
原 著
看護動作における背負子型腰部負担軽減具の評価
姫野 稔子1)・小 林三 津子2)・今戸啓 二3)
Evaluation of Supporter for Preventing Low Back Pain in Nursing Care
Toshiko Himeno  • Mitsuko  Kobayashi  • Keiji Imado
要 旨
腰痛予防の工学的アプローチとして大分大学工学部が開発 した背負子型腰部負担軽減具(以
下,サ ポータ)を 評価するため,体 幹傾斜角度50～60度 の持続時間や荷重の有無 という異なる2
種類の看護動作を選定 し,筋 電図の変化や動作所要時間,対 象の主観的評価の結果を検討した。
その結果,サ ポータ装着により,脊 柱起立筋は2動 作の全過程 ともに筋活動が低下し,腹 直筋は
車椅子移乗動作のみ筋活動が低下 した。単位動作では,サ ポータ装着により車椅子移乗動作の
「起立準備」以外の単位動作において,脊 柱起立筋および腹直筋の筋活動が低下した。サポータ
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spinae muscle,腹 直 筋rectus abdominis muscle,背 負 子 型 腰 部 負 担 軽 減 具
supporter for preventing low back pain
I.緒 言
わが国における職業性腰痛は増加傾向にあり,
看護職の64.4%,介 護職の77.0%が 腰痛を経験 し
ている1)。看護 ・介護動作は体幹前傾姿勢やひね
りが複雑かつ連続的に組み合わされ2),体 位交換









チ としては,パ ワーアシス ト装具やロボット等が
提案6),7)されているが,い ずれ も研究段階であ
り,山 崎らは介護スーツと呼ばれるゴム弾性を利
用 した特殊な服を提案 している8)。一方,リ フテ
ィング器具は現場で導入されているものの重量,
大きさ,装 置操作の複雑さ,作 業効率の悪 さ等9)
により,あ まり活用されていないのが現状であ
1)日 本赤十字九州国際看護大学2)大 分県立看護科学大学3)大 分大学総合科学研究支援セ ンター





























護系大学教員の うち,3年 以上の臨床経験 を有































位にした後,起 立,回 転,車 椅子坐位をとらせる
という手順 とし,シ ーツ交換は,敷 きシーツの片
側のみを頭部,足 部の順に作製し,最 後に残 りの
シーツをマットレスの下に差 し込むという手順 と
した。実験は,ま ずサポータを装着せずに動作を
実施 し,5分 の休憩の後,サ ポータを装着 し,同
















ト1msに 設 定 した4chデ ジ タル ス コー プ



















るが,張 力を強 くしすぎると歩行等,他 の動作の
妨げとなる。今回は,被 験者の歩幅分のゆとりを











疼痛 とその部位,動 きやすさ,腰 部負担軽減,デ











度 とし,職 務に差しさわ りのないよう配慮した。
4.分 析方法
得 られたデータは,デ ータの平滑化を行 った











で(以 下,端 坐位),③ 模擬患者の腰背部に手を





































B 338 343 225 230
C 330 378 223 226
D 344 385 225 229
E 330 334 239 230








B 227 315 240 237
C 299 301 223 223
D 335 338 227 228
E 322 318 233 234








B 324 315 226 239
C 374 307 224 223
D 445 457 229 225
E 319 337 238 233








B 548 736 226 238
C 603 487 228 224
D 514 475 225 232
E 435 438 237 236









B 335 358 229 238
C 374 388 224 222
D 493 586 226 230
E 435 452 233 234
F 417 507 227 225
















坐位」で は有意 に短 い という結果であ り(p<
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B 344 385 226 238
C 385 359 224 223
D 405 427 225 231
E 382 391 233 233








B 330 319 225 230
C 307 319 223 223
D 366 390 225 226
E 316 323 228 229








B 339 341 225 230
C 343 400 222 227
D 338 385 224 231
E 328 327 248 229










B 337 335 226 229
C 353 441 222 223
D 313 398 224 226
E 319 318 235 232
F 319 327 253 239
Wilcoxonの 符号付き順位和検定 †:p<0 .1*:p<0.05
表3車 椅子移乗動作における動作所要時間の比較
(n=6単 位:sec)







仰臥位 2.24 2.14 0.917
端坐位 2.67 3.57 0.046*
起立準備 3.72 4.61 0．173

















頭部作製 10.97 10.59 0.463
足部作製 11.06 11.58 0.753
全過程終了 5.05 4.74 0.400
Wilcoxonの 符号付 き順位和検定 n.S
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注※小数点第2位 を四捨五入 しているため,割 合の合計が100%に ならないものもある
図1車 椅子移乗動作 における介護サポータ装着に関す る主観 的評価(n=6)









サ ポー タ装 着 に よ る動 作 実 施 の評 価 を 図1・2
に示 す。 装 着 感4項 目 と 「拘 束 感 」,「腰 部 負 担 軽
減 」,「デ ザ イ ン」 は,2動 作 と も同 じ結 果 で あ っ
た。 装 着感 に関 す る評 価 項 目の うち,「 着 け心 地 」
と 「蒸 れ 」 は,「 まあ ま あ良 い」,「 どち らで もな
い」,「あ ま り良 くな い」 が33.3%と 同率 で あ り,
「軽 さ」 につ い て は全 員 が 「軽 い」,「や や 軽 い 」
と答 えて い た。 「装 着 操 作 」 につ い て は,半 数 以
上 が 「難 し い」,「や や 難 しい 」 と答 え た。 「拘 束
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注※小数点第2位 を四捨五入しているため,割 合の合計が100%に ならないもの もある
図2シ ーツ交換 における介護 サポー タ装着 に関する主観的評価(n=6)
感 」 につ い て は,全 員 が 「あ り」,「や や あ り」 と
答 え て い た。 「腰 部 負 損 軽 減 」 は,16.7%が 「腰
部 負担 軽 減 あ り」 と評 価 し,デ ザ イ ンは 「どち ら
で もな い」 が66.7%,「 悪 い」 が33.3%で あ った。
一 方
,2動 作 間 で 評価 に違 い が み られ たの は,
疼 痛 の有 無 とそ の部 位,動 きや す さに関 す る 「動
作 の妨 げ」 と 「前傾 動 作 」 で あ った。 疼 痛 とその
部 位 は,シ ー ツ交 換 に お いて16.7%が 膝 下 に軽 度
の疼 痛 を感 じて い た 。 「動 作 の 妨 げ」 は,車 椅 子
移 乗 動作 で は,「 や や あ り」 が33．3%,「 あ り」 が
16.7%で あ っ たの に対 し,シ ー ツ交 換 で は 全 員が
「や や あ り」,「あ り」 と評 価 し た。 「前 傾 動 作 」
は,車 椅 子 移 乗 動 作 で は,「 や や し づ ら い 」が
50.0%,「 し づ ら い」 が16．7%で あ っ た が,シ ー
ツ交換 で は,「 や や しづ らい」 が50.0%,「 しづ ら


























体幹の屈伸,中 腰 を保持 しての動作,捻 転動作,
③作業量と報告されている19)。車椅子移乗動作で
有意 に筋活動の低下がみ られた 「車椅子坐位」
は,起 立不可能な模擬患者を体重ごと挙上させる













































推察される。 また,装 着操作は66.7%が 装着の難
しさを指摘 した。このことから,サ ポータの着脱
を繰り返すことによる業務の非効率性が懸念され
るが,臨 床では 「シーツ交換日」や 「車椅子で離








は6名 のデータであ り,課 題のすべてを抽出でき
たとはいえないが,蒸 れ防止のための素材,疼

















ら,サ ポータは,看 護者の腰部負担 を軽減するだ
けでなく,対 象者に対する安全 ・安楽な看護技術
の提供に資するものであると考える。
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